






「要約」リサーチクェスチョンは以下の 3項目である。

1)飛行機などの乗り物に乗ることの妊産婦の健康に対する影響はどうか。平成 5年度から

は航空機、バスなどの乗務が健康に及ぼす影響の検討も追加された。

2)喫煙は妊婦の健康に関係が有るか。

3)妊産婦体操、妊産婦水泳、胎教は効果が有るのか、安全か。

検討の結果を要約すると、

航空機搭乗員についての実体調査は我が国の現状では困難であり、国内外の文献 17 扁を

整理して、時差、振動、気圧変動、連続起立労作などが種々の身体的不調を惹起するとの

報告を得た。バス乗務員については身体的、月経周期的影響に関してアンケート調査表を

作成して検討中である。

妊娠中の受動喫煙は全妊婦の 60.7%に達し、喫煙者の喫煙態度が胎児の発育に影響を及ぼ

すことを明らかにした。

妊婦の陸上でのスポーツ活動の安全限界は最大酸素摂取量の 70%以下、母体心拍数 150bpm

以下が適切と考えられた。妊婦水泳は室岡らのプログラムに準じて実施されている場合特

に問題はないが、しかし持続時間に関して更なる検討がのぞまれる。

胎教については、実施施設 8箇所の協力を得て資料を入手し、検討を加えた。


